
地震後は自宅待
機となり、実家に戻
る学生が多い状況の
中で仮設校舎が建
ち、授業も再開でき
ました。今まで以上

に学生同士の結束が強くなったと感じます。あ
りがとうございました。

三協フロンテアと
お付き合いすること
は、初めてでありま
したが、東日本大震
災での御社の素早
い対応を聞いていま
したし、また県から
の推薦もあったので、安心して仮設園舎の依
頼をしました。園舎が建ち、園児の笑顔が戻っ
てきました。ありがとうございました。

平成28年4月14日、熊本県益城町で震度7を観測する大地震が発生しました。この地震により、熊本県の住家の全壊・半壊の被
害は約4万棟にもおよび、多くの人々 が被災されました。

当社は、自治体の要請を受け、直ちに現地に赴き、約350戸の応急仮設住宅の建設に着手しました。
応急仮設住宅建設に際して、当社のユニットハウスの特長を活かしたスピード施工はもちろんのこと、品質に関しても、完了検査の

際には県のご担当者様にもご好評いただいています。被災者の方に、「同じものがほしい」といっていただけることもありました。
被災者の方々に速やかに快適な住空間を提供し、少しでも熊本の復興の足掛かりとなるよう尽力しています。

園舎が地震で破損し使用できない状況の中で、園には保護者から「早く幼稚園を再
開してほしい」との要望が相次いでおり、当社へ急いで仮設園舎を建てたいので協力
していただけないかとの要請がありました。少しでも被災者に寄り添い、園児が元の生
活に戻れるようにとの想いのもと、ユニットハウスによる仮設園舎を建築しました。

株式会社秀拓様より、熊本地震で菊陽町の崇城大学空港キャンパスが使用で
きなくなったため、一日も早く仮設校舎を建ててほしいとの要請を受け、当社で教室
棟・実習棟等を建築しました。当社の基本理念でもあります「社会への貢献」に、今
後も継続的に取り組んでまいります。

この度の熊本県で発生した地震により被害を受けられた皆様に心よりお見舞いを申し上げます。被災された方々の一日も早い復旧と、
皆様のご健康を心からお祈り申し上げます。熊本地震からの復興に向けて、当社は、被災地での応急仮設住宅や幼稚園、校舎などの建設
に取り組んでいます。当社が建設したユニットハウス建築物の施工例をご紹介します。

住宅に加えて、公共の建物の多くが被災して使えなくなり、臨時の施設が必要とされました。当社では、幼稚園や校舎、店舗、事
務所など、期間限定で必要となる建物の建築を請け負っています。
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